
Handbook導入事例

日本たばこ産業株式会社（以下JT）では、全国約200名の分煙コンサルタントが分煙に関するさまざまな質問や相談に無償で
アドバイスしている。分煙コンサルタントが使うタブレットへコンテンツ配信する際にHandbookを新たに利用することで、コ
ンテンツ登録・配信の操作性を大幅に改善。またオフライン環境でもタブレットで資料を提示できるようにするなど、分煙コン
サルタントの利便性が向上した。

JT分煙コンサルタントの業務効率を改善
会話に合わせて手際よく詳細資料を提示、その場で法規やマニュアル確認も可能に

従前、分煙コンサルタント用タブレットへのコンテンツ配信ツールは操作性等、多々課題があった
ＮＴＴドコモよりタブレットとソリューションのトータル提案を受け、iPad及び法人向けクラウド
サービス「ビジネスプラス」のHandbookを採用
管理者の操作性が大幅に向上、お知らせ機能やオフライン機能など利用者の利便性が向上

日本たばこ産業株式会社
〒105-8422 東京都港区虎ノ門2-2-1
120以上の国と地域で販売を行っているグローバルたばこメーカー。海外・
国内たばこ事業に加え、医薬事業及び加工食品事業を展開している。
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渉外企画室 資料確認 コンサルティング

　Handbookならこれまでより大幅にコストを
抑えられ、かつこれまで抱えていた上記の課題
を全て解決することができることからコンテン
ツ配信ツールをHandbookにリプレースするこ
とにした。
　「Handbookの利用を開始してからコンテン
ツ登録の操作性が改善され、動画でもすぐに
アップロードできるためストレスを感じなくなり
ました。また、コンテンツをアップデートする際、
お知らせ機能で通達できるため、現場でどの
情報がアップデートされたのかすぐにわかり大
変好評です」と渉外企画室 次長 小瀧 美里氏
は語る。その他にもPCからだけでなくタブレッ
トからもコンテンツ更新ができることや、ネット
ワーク環境が良くない訪問先で、あらかじめコ
ンテンツをダウンロードしておけば確実にコン
テンツが参照できるようになるなど利便性が
大幅に向上したという。
　現状、お客様説明用コンテンツとして15冊の
分煙に関する冊子、20ファイルのカタログ、
35本の動画をHandbookで配信し、他にも分
煙コンサルタント自身の確認用資料として
300ページにわたる分煙コンサルタント研修
マニュアルや各種法例なども配信。「初回訪問
ではまずお客様の課題をヒアリングしますが、
お客様の関心事項に合わせてタブレットで動
画や冊子、カタログなどを提示しながら話を進

　JTの中核事業を司るたばこ事業本部では
2002年の健康増進法の制定を受け、分煙に
対する正しい知識、判断をアドバイスできる分
煙コンサルタントの養成を2004年より開始し
た。大人の嗜好品としてたばこを楽しむ選択が
尊重される豊かな社会の実現を目指し、現在
では約200名の分煙コンサルタントが年間
2,500～3,000件に及ぶ無料コンサルティン
グを全国で実施している。2020年に向け外国
人受入れのために分煙環境を整備する東京都
の補助金事業でもJTの分煙コンサルタントが
コンサルティングを一手に担っていることもあり
コンサルティング件数は年々増加の一途をた
どっている。

　分煙コンサルタントはたばこや分煙に関する
知識はもとより、健康増進法、労働安全衛生
法、消防法、建築基準法などの法律の知識に
加え、喫煙所設置に関する各種調査データや
喫煙所設置機材など幅広い知識を必要とす
る。また、法令や設置機材などは改定されてい
くため、常に最新の情報を正しくお客様にお伝
えすることが重要となる。そこで以前より分煙
コンサルタントが常に最新の情報をすぐに確認
できるよう、たばこ事業本部 渉外企画室では
共有タブレットを100台用意し、コンテンツ配
信ツールを利用して分煙コンサルタントが必要
とする情報の配信、アップデートを行なってい
た。しかしこのコンテンツ配信ツールには次の
ような課題があった。
（課題1）管理者画面の操作性
（課題2）ファイルのアップロード時間 
（課題3）オフライン利用不可
（課題4）お知らせ機能未搭載
（課題5）高コスト
　そんな折、ＮＴＴドコモよりiPadと法人向けク
ラウドサービス「ビジネスプラス」のラインナッ
プにあるHandbookを勧められた。

めます。その後、提案書を持参しご提案します
が、その際にも提案書記載事項以外の質問に
対し、その場でタブレットを使って資料をお見
せしながら即答していきます。常に最新の情報
がすべて手元にあり直ぐに参照できるため、質
問を持ち帰り再訪問することが少なくなりまし
た」と配信コンテンツの活用効果について小瀧
氏は話す。以前はコンサルティング件数がさほ
ど多くなかったため、その場で答えられない質
問があると再度足を運んで回答することもでき
たが、現在は一人ひとりの分煙コンサルタント
の担当案件数が増加し、訪問回数を最小限に
抑える必要があり、これをHandbookが叶え
ているという。

　今後は配信コンテンツごとにアクセス状況を
把握し、配信コンテンツの改善につなげていくこ
とや、またクイズ機能を利用して、分煙コンサル
タントが隙間時間にタブレットでスキルアップで
きる仕組みも構築していくことを検討している。
分煙コンサルタントのニーズがますます増える
中、分煙コンサルタントのさらなる高品質、高効
率なコンサルティング業務を推進するため
Handbookの新たな活用展開が期待される。

配信ツールをHandbookに
リプレースし利便性を向上

今後の展開
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